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４ ． 石狩浜の自然と 保全活動に関する報告概要 

はじ めに  

北海道大学大学院農学研究院 松島肇 

 石狩海岸は、 人口 1 9 0 万都市札幌から

車で約４ ０ 分の場所に位置し 、海浜レジャ

ーで多く の人が訪れる場所です。  

自然環境と し ては、海から 内陸へかけて、

連続し た植生の帯状構造が維持さ れ、全国

的に見ても 、 生態的基盤と し ての重要性、

希少性を有し ていま す。  

一方で、レ ジャ ー利用者によ る砂丘植生

上への車の乗り 入れ、砂丘走行を楽し むサ

ン ド バギー車等によ り 、１ ９ ７ ０ 年代以降、

植生の劣化、消失、砂丘の崩壊が進んでい

る状況です。  
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 植生が消失した車走行路が網目

のように広がっている 

1995年 

1978年 
車走行路は、海へ抜ける主要な

もの数本だけ 

←車両走行により植生が消失した後、風により砂

が飛ばされることで、裸地が広がって行った。 

海岸管理者による車乗入れ防止柵設

置以前の植生上への駐車の様子 

サンドバギー車走行 
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１ ） 石狩浜定期観察の会 

「 定期観察から わかっ てき たこ と 」  

 発表者： 安田秀子 

 内容： 当会では、 毎年４ 月下旬から １ ０ 月下旬まで、 はま なすの丘（ 石狩川河口） を歩

いて植物の開花状況を観察、撮影し 、施設での展示や HP で情報発信し ていま す。今回は、

石狩浜の花暦と 、 毎年の観察から わかっ てき たこ と を紹介し ま し た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上表の解説：一般的に植物の開花時期は、融雪後の気温の影響

を大きく受けることが知られている。 
イソスミレの開花時期は 4月中旬の気温、ハマナスは 4月下旬
の気温と同調関係にあるように思われた。 
今後も継続観察を続けることで、開花状況と気温等環境条件の

変化との関係を見て行きたい。 

2006 年～2010 年のハマナス開花状況 



 16

２ ） 北方菌類フ ォ ーラ ム  

「 砂地に生き る き のこ の戦略」  

 発表者： 竹橋誠司 

 き のこ は山や森だけにある イ メ ージが強いですが、 海辺にもあり ま す。 日本では、 海岸

砂地に生育する キノ コ は未知の世界で、 よ う やく 分布と 分類、 生態の調査研究が始ま っ た

と こ ろ です。 北方菌類フ ォ ーラ ムでは、 菌類を通し た自然観察、 観察会や講演、 書籍出版

等を通じ た菌類についての普及啓発活動、 石狩海岸をおもなフ ィ ールド と し た砂地菌類の

分布調査と 分類など に取り 組んでいま す。  

 今回の発表では、石狩浜での調査研究から

わかっ てき た、砂地に生き る き のこ の戦略に

ついてわかり つ つある こ と を お話し ま し た 。 

 

 

 

 

 

石狩浜を中心と し た石狩砂丘は、 絶滅危惧種

など を含む多様な菌類が海浜植物と と も に生

息し ていま す。  

こ のよ う な自然豊かな環境を守り 、 育むこ と

が求めら れていま す。  
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３ ） 専修大学北海道短大みど り の総合学科 

「 土壌生物で見た植生自然度の把握の試行」  

 発表者： 岡田穣 

土や砂の中に住んでいる小さ な虫など の土壌生物は、 種類や数が多く 、 そ れぞれが自分

に適し た場所を選んで住んでいま す。 そ の土壌生物を調べる こ と によ っ て 、 そ の場所の自

然状態を診断する こ と ができ 、 多く の場所で実施さ れていま す。 そ こ で今回はこ の石狩浜

でも こ の調査を試行し 、 そ の結果よ り 環境条件が厳し い海浜地でも こ の調査手法が活用で

き るかについての検証を行いま し た。  

調査は 2 0 0 8 年の 8 月～1 0 月

に 5 回実施し 、調査対象地はハマ ナ

スが群生する海浜植物地、サン ド バ

ギーの走行に よ っ て 植生が破壊さ

れたバギー路、バギー路周辺の草地、

ニ セア カ シア の海岸林、カ シワ の海

岸林の 5 箇所と し ま し た 。各調査地

では土壌を採取し 、そ の土壌内に含

まれた土壌生物の種数を確認し 、種

数を基に得点化し 、自然度を算出し

ま し た。今回は、そ の結果と 課題に

ついてお話し ま し た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の課題

地域固有種の考慮

得点には反映されない地域固有種は別途評価

同一の遷移系列上での比較

海岸付近といった環境条件が厳しい場所

季節間による差異の比較

季節的な自然の豊かさ得点の変化を把握

→ 季節の違い， 人工利用時期の違い

・・・ 従来の植生地域との比較が困難（青木，1996）
同じ遷移系列上で人工利用によ る自然の豊かさ を比較

→ 砂浜， 第1砂丘， 第2砂丘， 海岸林地

→ イ ソ コ モ リ グ モ （ 絶滅危惧Ⅱ類） など

今後の課題

地域固有種の考慮

得点には反映されない地域固有種は別途評価

同一の遷移系列上での比較

海岸付近といった環境条件が厳しい場所

季節間による差異の比較

季節的な自然の豊かさ得点の変化を把握

→ 季節の違い， 人工利用時期の違い

・・・ 従来の植生地域との比較が困難（青木，1996）
同じ遷移系列上で人工利用によ る自然の豊かさ を比較
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４ ） 石狩浜海浜植物保護セン タ ー  

「 石狩浜海浜植物保護セン タ ーの活動」  

発表者： 内藤華子 

過剰なレジャ ー利用や山菜採り など によ り 悪化が進む海浜環境を保全するため、調査研究、

普及啓発活動、保全対策に市民、研究機関と 協働で取り 組んでいま す。平成１ ２ 年の開館以

来、行事開催や学校学習の指導など によ る啓発活動のほか、市民ボラ ン テ ィ ア の育成にも力

を入れてき ま し た 。  

バギー車等の走行で進む砂丘生態系の破壊を防ぐ ため、関係行政機関（ 北海道札幌建設管

理部（ 海岸管理部局）、北海道石狩振興局（ 自然環境部局）、石狩湾新港管理組合（ 港湾区域

管理）、林野庁北海道森林管理局（ 防風保安林管理）、石狩市） が連携し て取り 組む「 石狩浜

環境保全連絡会議」 を平成 2 1 年に設置し 、規制の方法や今後の海岸利用・ 保全のあり 方に  

ついて検討を進めていま す。  
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５ ． エ ク ス カ ーショ ン風景 

 
海浜植物等保護地区の植生・ 自然の案内 

 

 
海浜植物等保護地区の植生・ 自然の案内 

 
海浜植物保護セン タ ー展示室の案内 

 

 
海浜植物保護セン タ ー見本園の案内 

 
砂丘の植生帯状構造の様子を解説 

 
RV 車・ サン ド バギー車走行による  

砂丘植生の破壊の様子を解説 

 

 
RV 車・ サン ド バギー車走行によ り  

破壊さ れた砂丘を観察 

 
砂の埋め戻し 試験によ り 、  

植生が回復する様子を解説 
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６ ． 懇親会 

 フ ォ ーラ ム参加者のう ち 、 発表者を中心に ３ ０ 名が参加し 、 約２ 時間の交流の時間を過

ごし ま し た 。  

 平成 1 2 年に、現在は名取ハマボウ フ ウ の会会長の大橋信彦さ んが翌年の会結成に向け、

石狩浜での海浜植物保護活動やオープ ン間も ない石狩浜海浜植物保護セン タ ーを視察に来

ら れたこ と 、 平成 1 5 年に石狩市で名取ハマボウ フ ウ の会、 七ヶ 浜ハマ ボウ フ ウ の会が参

加し て第 1 回ハマ ボウ フ ウ交流会を開催し た こ と 、 そ れ以降、 大橋さ んのご尽力によ り 参 

加団体も増え、各地でハマ ボウ フ ウ

交流会を開催し てき たこ と 、今後も

引き続き交流会・ フ ォ ーラ ムを開催

し て つ なが り を 強めて いき た いな

ど 、さ ま ざ ま な話題で会が盛り 上が

り ま し た 。  

  

 

 

 

 

 

懇親会風景 

  

 

 

懇親会プ ロ グ ラ ム 

あいさ つ  （ 石狩浜海浜植物保護セン タ ー長 有田英之）  

乾  杯 （ 石狩浜海浜植物保護セン タ ー運営委員会会長 安田秀子）  

歓  談  

メ ッ セージを お送り いただいた団体の紹介 

団体・ 自己紹介 

今後の開催に向けて  （ 名取はまぼう ふう の会会長 大橋信彦）  

閉  会 （ 石狩浜海浜植物保護セン タ ー運営委員会副会長 瀬野一郎）  

進行： 石狩浜海浜植物保護セン タ ー  内藤華子 

 


